
2024 年度 第 2 回災害支援委員会議事録 

 
日時：令和 6 年 9 月 12 日（木）19：30～ ／ オンライン開催 
 
参加者：長坂・番場・狩野・小淵・篠原・福永・永尾 

 
報告事項 
１．日本協会関連 
〇災害対策委員 ML の台風や地震の情報を、福永さんが LINE チャットに転送している。 
 
〇能登半島地震への災害支援員の災害活動について 
  長坂さんと林さんが登録。 

林さんが派遣される予定だったが、第三次以降の派遣は直前に中止となった。 
    
２．DWAT 関連 
〇能登半島地震に際しての災害派遣支援の活動報告会について 
  9/3（火）18 時～活動報告会。ハイブリッド開催。長坂さん・本多さん・篠原さん参加。 
  石川 DWAT の活動も一段落している。 
 
３．各事業の執行について 
〇ソーシャルワーカー３団体の災害支援交流会： 
  ソーシャルワーカーデイでの合同企画。その後は動きなし。 
 
〇MHSW 首都圏災害ネット研修：小淵さん 
  9/11（水）に初回打ち合わせ。 

→ハイブリッド開催。2 月の土曜日の午後で調整中。場所はさいたま市周辺。 
   内容：① DPAT としての派遣された千葉県協会の方の活動報告②グループワーク。 
   日本協会の助成金申請手続きは茨城県協会が担当。次回 12～1 月に打ち合わせ。 
   チラシは千葉県協会で作成。12 月初め頃にできる予定。 
 
〇士業団体による「被災者等相談支援に関する協定」について：番場さん 
  特に連絡はない。 
 
４．検討事項 
〇SW 連盟・災害担当者会議に関して（当委員会との位置付けなど） 



  8/5 に会議を行った。役員の交代があり、顔合わせと各協会の取り組みを話し合った。 
  連盟の位置づけが今後の検討事項。 

次回 10/9 に会議。これから具体的な位置づけを考えていく。 
 
〇支部災害対策計画の内容・災害時のマニュアルについて 
 ・山梨・長野・新潟・群馬の三役で意見交換した際、災害時のマニュアルが話題になった。 
群馬県ではマニュアルはないが、計画はある。災害が起きた際の初動動作は計画に示さ

れている。 
→新たにマニュアルを作るのではなく、現在ある計画をもってマニュアルとする。 
→11 月の理事会で検討。 
計画を見られる人が限られている。計画の公開の仕方についても理事会で検討。 

 
〇シミュレーション訓練や図上訓練について 
  山梨県協会で、研修の中で SNS を使って情報を流すシミュレーションを行っている。 
  
 
 
 
 
    ↓ 
  群馬ではどうするか。 

・現在は LINE チャットで情報発信をしているが、情報発信ツールを LINE ワークス

に移行する方向。現在の登録者数は 61名。 
・LINEワークスを使うのであれば、全メンバー参加トーク→アンケートの「安否確認」

を利用すると、会員から返答が可能。 
  ・LINE ワークスは、PC で登録していると PC を開かないと情報が届かない。 
  ・LINE チャットだと携帯で登録なので、自分から開かなくても情報が届く。 
    ↓ 
  現状では LINE チャットを利用し、LINE ワークスへの登録を呼びかけていく。 
  LINE ワークスへの登録を勧めるのと合わせて、シミュレーションを行う。 
   
  ※会員に流れを示すために、フローチャートは作成しておく→福永さん 
  
〇会員向けの研修等の企画について 
  石川県の DWAT に話をしてもらう。2025 年 1 月 18・19・25・26 のどこか。 
  林さんから石川県の岩尾さんに確認。5．その他 

山梨のフローチャート 
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を使って、県協会から安否確認を一斉送信→各会員が Safe または Help の返信 

→災害対策委員→県の支部災害対策本部で情報をとりまとめ、日本協会に情報を上げる。 
 



○DWAT 研修の依頼につい：小淵さん 
・DWAT 事務局の鈴木さんから、舘林保健福祉事務所で 10/11 に研修を行うと連絡があ

り、参加予定。 
※県協会への依頼であれば、事務局を通してもらう。 

 ・10/26 に災害ボランティアの訓練。 
・10/17 前橋保健福祉事務所で行う派遣シミュレーションは篠原さんに依頼がきている。

※派遣の依頼は事務局を通してもらう。 
   
◎県士会を退会した人に研修参加を依頼される場合 
本来は加盟団体と協定を結んでおり団体から登録しているため、県士会を退会した時

点で DWAT隊員から外れる。 
  ↓ 
県士会を退会した場合、DWAT隊員の資格があるのか？ 

  ・謝金が発生する区分審査会には、会員しか派遣していない。 
   県士会から派遣した隊員として報酬が出ているのであれば、会員である必要がある。 
  ・精神保健参与員は、県士会から推薦するが、登録後は個人の活動。 
   
  ※事務局から、DWAT側の考えを確認する。 
 
 
次回：2024 年度 第 3 回災害支援委員会 ：  12 月  12 日  19：30～ 
    


